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令和７年度 

地域活動シンポジウム 
プログラム 

日 時 令和８年１月１７日（土） ９時４５分～１１時５０分 

場 所 小田原三の丸ホール （小田原市本町１－７－５０） 

主 催 小田原市地域活動推進協議会（※） 小田原市自治会総連合 

協 力 小田原市 

※地域活動推進協議会については裏表紙をご覧ください 

 



地域活動シンポジウム 次第 

 

日 時 令和８年１月 17 日（土） 
９時 45 分～11 時 50 分 

場 所 小田原三の丸ホール 
司 会 小田原市自治会総連合 

総務部会長 木村 秀昭 

 
 
１ 開会のことば  小田原市地域活動推進協議会 副会長 松本 美子 

（小田原市子ども会連絡協議会会長） 

 
２ 主催者あいさつ 小田原市地域活動推進協議会 会 長 関野 次男 

（小田原市自治会総連合会長） 

 
３ 来賓紹介 
 
４ 小田原市地域活動推進協議会構成団体紹介 
 
５ おだわら地域力市民力表彰式 
 
６ 祝辞 
 
７ シンポジウム 
  【事例発表】  

① 久野地区各種団体代表者会 福祉・健康分科会 会長 武田 英二  

 

② 絆ふかめたい東富水 会長 川岸 嘉啓  

 
③ 小田原市消防団 団長 中村 和久、女性分団長 小河 奈世子 

 

【パネルディスカッション】 

   コーディネーター：小田原市長 加藤 憲一 

パ ネ リ ス ト：小田原市地域活動推進協議会 会長 関野 次男 

        事例発表団体代表者 

 
８ 閉会のことば  小田原市地域活動推進協議会 副会長代理 白木 章 

（小田原市地区社会福祉協議会連絡協議会副会長） 



第１６回おだわら地域力市民力表彰受賞者の皆さん 

                      （敬称略） 

万年地区  

万年地区青年会連合  

 田植えから稲刈りまでの農作業や

しめ縄づくりを、大人から子ども 

まで世代を超えた和の交流と共同作

業により、地域の連帯感を実感させ

るとともに、サマーフェスティバル

におけるゲームや屋台等を手作りし、

また、各町内との親睦を図る等、 

青年会連合が地域のコミュニティに

多大な貢献をしている。 
 

 

 

 

早川地区  

早川体育振興会 

 地域の声を取り入れながら、小学校

や早川地区の各種団体等とも連携し、

幅広い世代の地域住民が参加できる

区民体育祭やグラウンドゴルフ大会

等のほか、今年度は、早川小学校親子

フェスタでボッチャ大会を実施指導

する等、地域のコミュニティと健康 

増進に多大な貢献をしている。 

 

 

 

 

 

大窪地区  

おおくぼ村祭り実行委員会 

大窪小学校の子ども達や大窪地区

の交流の場として開催してきた 

バザー「ふれあい広場」の魅力を 

継承しつつ、フリーマーケット形式

等を新たに取り入れ、地域に愛着を

持って楽しんでもらいたいという 

思いを込めた「おおくぼ村祭り」に

名称をリニューアルする等、地域 

振興活動に多大な貢献をしている。 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 



第１６回おだわら地域力市民力表彰受賞者の皆さん 

                      （敬称略） 

足柄地区  

松岡 繁 

永年、足柄体育振興会に所属して、

足柄地区ひいては小田原市のスポー

ツの振興と醸成に尽力しながら、 

足柄スマイルの会の会員として、 

地域の花壇の管理をボランティア 

として、天候に関係なく毎日欠かさ

ずに行い、花々を通じて小田原市民

の憩いと地域の環境美化に大きく 

貢献している。 

 
 

 

 

 

久野地区  

宮本お囃子会  

毎年、地域の方々が集まる夏祭り

前や神山神社例大祭前に、初めて 

太鼓の練習を行う子ども達を自治会

の回覧で募集し、後継者の育成に努

めるとともに、年間約 40日練習し、

地域の行事に協力し、地区内を盛大

に盛り上げることで、地域振興活動

に多大な貢献をしている。 
 

 

 

 

 

酒匂・小八幡地区  

太田 実 

平成 19 年から酒匂３区自治会長、

平成 25 年度から平成 30 年度まで

酒匂・小八幡地区自治会連合会長と

して務め、また、現在も続くまち 

づくり委員会では、生活応援隊活動

を行う「エスケイひだまり」の委員

として活動しながら、後継者の育成

をする等、地域の高齢者の福祉事業

に大いに貢献している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



第１６回おだわら地域力市民力表彰受賞者の皆さん 

                      （敬称略） 

富士見地区 

富士見地区各種団体連絡協議会  

防災分科会 

地域の方を対象とした防災講演会

の実施や防災だよりの発行のみなら

ず、地域の風水害避難場所と利用方

法や避難所一覧を全戸配布するなど、

富士見地区の防災意識向上のため、

幅広く事業を実施するほか、役員を

対象とした資機材取扱研修も行い、

地域の防災活動に多大な貢献をして

いる。 

 
 

 

 

上府中地区  

子ども食堂 お結びころりん 

月に一度、子どもの居場所として

昼食を提供するとともに、フード 

バンクの協力を得て食品配布を行う

ことで、子どもが一人で過ごすこと

なく、地域内の異学年の子どもとの

交流や遊びの場となるとともに、家

族単位での参加者が親同士の交流や

つながりの場にもなっており、地域

のコミュニティづくりに多大な貢献

をしている。 
 

 

 

   

曽我地区  

曽我小学校スクールボランティア 

コーディネーター 

 全校児童が食育や自分達の手で種

まきから収穫まで行う米作りを通し

た自然環境について、関心を持つ 

きっかけとなる稲作体験学習を行う

ため、地域や保護者のボランティア

の方々との関わりを通して、地域に

愛着を持ち、感謝の気持ちを育む 

「曽我・はあと」の推進に多大な 

貢献をしている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



第１６回おだわら地域力市民力表彰受賞者の皆さん 

                      （敬称略） 

下曽我地区  

後藤 和夫 

書道師範の有資格者であることか

ら、曽我原老人クラブ「弥生会」の

活性化の一環として誕生させた 

４クラブと１同好会の１つである 

書道部で、毎月１回、９人の会員を

相手に無償で指導を行うことで、 

老人クラブの新会員を獲得するなど

の実績を上げており、地域の 

コミュニティづくりに多大な貢献を

している。 

 

 

 

 

下中地区  

下中小学校登下校見守り隊 

 下中小学校の登下校時に、ボラン

ティアとして児童と挨拶を交わしな

がら見守るほか、通学路の危険個所

の発見や登下校時のトラブル解決に

も一役買い、保護者からの厚い信頼

も得て、児童の笑顔を自身の活力と

している姿勢が地域全体を見守る大

人の模範であり、地域の青少年の健

全育成に多大な貢献をしている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

地域活動シンポジウム 事例発表 
 

 

 

 

１、久野地区各種団体代表者会 

２、絆ふかめたい東富水 

３、小田原市消防団（小田原市消防団女性分団） 

 

 

 

・プログラムへは、発表資料の一部を抜粋して掲載しています。 

・本日の事例発表団体の発表資料については、後日、小田原市自治会 

総連合ホームページに掲載いたしますので、ぜひご覧ください。 

 

 

 

 

 

 

 
【市自治会総連合 HP はこちら】 



久野地区各種団体代表者会
活動報告

久野地区各種団体代表者会 福祉・健康分科会長

武田 英二

1



久野地区について

2

久野駐在所

斎場 フラワーガーデン

・リサイクルセンター
・環境事業センター

市立病院

久野小

久野十五号古墳
総世寺

病院や小学校、環境事業セン
ターなどの公共施設から、
フラワーガーデンや古墳など
の観光資源まで、いろいろな
要素をもった地区なんだ！



年間の活動

3

日程 項目

５月26日 総会

６月７日 山王久野川一斉清掃

７月５日 ちょうちん防犯パトロール

７月28日 第１回各種団体代表者会議

９月24日 第２回各種団体代表者会議

10月11日・12日 神山神社大祭

10月26日 福祉バザー、スポーツフェスティバル

11月８日 市いっせい総合防災訓練

11月15日 環境パトロール

11月25日 第３回各種団体代表者会議

11月29日 社協＆PTAふれあいまつり

12月６日 提灯防犯パトロール

１月12日 道祖神・どんど焼き

２月15日 歴史遺跡めぐり健康ウォーキング

※表は令和７年度の活動



歴史遺跡巡り健康ウォーキング

4

〈概要〉

福祉・健康分科会の主要事業で、地域に住む小学生から大人までを対象に、
小田原市ガイド協会の解説を受けながら久野の歴史遺跡を巡る。

・構成員：自治会長の一部、公民館久野ブロック、民生委員児童委員協議会、
ボランティア会、体育振興会、区民会館友の会、老人クラブ連合会、
久野たんぽぽの会、ひまわりの会、健康おだわら普及員、
こどあそさぽーとの代表

・趣 旨：もともとの住民を始め、移住者にも久野地域の歴史に触れて地域
のことを知ってもらう。多くの世代が交流しながら歩くことで、
健康増進にも役立つように配慮し、2時間程度のコース設定。



歴史遺跡巡り健康ウォーキング

5

〈コース設定〉

・令和６年度 コース

１.諏訪の原公園（集合）

２.久野古墳群（15号古墳、４号古墳）

３.総世寺

４.諏訪の原公園（解散）

※フラワーガーデンにて小休止、観梅

★受付と準備体操の後、各班ごとに出発。

★帰りに、おにぎりと飲料を配布。

▲受付の様子

▲総世寺山門前の様子



ちょうちん防犯パトロール

6

・夏と冬の年２回実施しています。

・防犯意識の高さを見せることで不審者への警告に

つながり、犯罪を未然防止しています。



防災講演会

7

・令和６年度に防災講演会等を初めて実施しました。

・小田原市防災対策課津川専門監を講師に招き、

地域の防災力を高めています。



今後の展望

8

・各団体間のつながりの一層の進展

・芽生えた新しい活動の発展と挑戦

・広報活動

今後も交流の機会を設け、

より強固なコミュニティを

形成していきます！

▲３者交流会の様子（自治会、民生委
員児童委員協議会、社会福祉協議会）



絆ふかめたい東富水

令和8年1月17日

地域活動シンポジウム

絆ふかめたい東富水 会長 川岸 嘉啓

１



「絆ふかめたい東富水」 分科会の〝めざす姿〟

「防災・防犯・教育」分科会

「健康・福祉」分科会

「生活環境・地域振興」分科会 ・訪れる人の心安らぐまちづくり
・人と人との絆をつくるまちづくり

・地域は皆ひとつ
・みんなで支え合う優しいまち

・みんなが参加しやすい空気づくり
・地域で子どもを育てる

【できることから始めよう】
みんなの連携で地域を守る

交流の場をつくりみんなで支え合う

みんなが楽しめる地域振興を図る

２



新総合計画「おだわらＴＲＹプラン」の地域別計画
から東富水地区まちづくり検討委員会が設立

2010年2月まで8回の
検討委員会を実施

地域別計画平成28年度（2016年）改訂版
「絆ふかめたい東富水」が誕生！

活動の軌跡

３



2018年
「防災・防犯・教育」
「福祉・健康」
「生活環境・地域振興」
の3つの分科会が自立
して活動開始

2020年～
新型コロナ感染症
により活動自粛

活動の軌跡 2017年 第5次総合計画 後期基本計画
スタート

４



2023年5月
新型コロナ感染症が第5類感染症に！
 4年ぶりにサマーフェスタが開催

活動の軌跡

2025年
「サマーフェスタでのくじ引き」
「防犯パトロール」
「サロン活動」 と活動中!

５



「防災・防犯・教育」分科会 これまでの活動実績

【防犯パトロール】
【駐在所だより】（毎月発行）
・安心・安全への意識を高める
子どもから高齢者まで誰もが
安心して暮らせる地域づくり

『地域の安全・安心を支えたい』

【あいさつ運動】
・学校・駅周辺で通学・通勤時
 に実施
地域のつながりが強まり、異

変に気付きやすい環境づくり

６



「福祉・健康」分科会これまでの活動実績

『一人ぼっちをつくらない』

【サロン活動】
・住民同士が気軽に集まり交流で
きる活動を実施
地域のつながりづくり

『健康への不安』

【健康づくり支援】
・「鎌田式かかと落とし体操」
「新型コロナウイルス感染症
の感染予防」等の資料を配布

日常的な健康づくり７



「生活環境・地域振興」分科会これまでの活動実績

【ゴミポスター設置】
・ゴミに関する標語を記載
したポスターを公園や
ゴミ集積場所に設置
環境への意識づくり

『公園のゴミが目立つ』

『地域行事への関心の低下』
『3世代で交流する機会の減少』

【サマーフェスタの活用】
・中学生ボランティアを参画 関心づくり
・小学生用くじ引き実施 交流機会づくり８



小田原市消防団女性分団

活動報告

小田原市消防団長 中村 和久

小田原市消防団女性分団長 小河 奈世子

１



小田原市消防団の概要

分団数 ２３分団（第１分団～第２２分団及び女性分団）

待機宿舎数 ５４施設

車両数 ５４台（全て小型動力ポンプ専用積載車）

実員数 ７１８人（令和７年１２月１日現在）

女性分団員数 ２６人（うち女性分団員２０人）

２



市長

消防団長

副団長（南ブロック）

第１分団

第２分団

第３分団

第４分団

第５分団

第６分団

第７分団

副団長（北ブロック）

第８分団

第９分団

第10分団

第11分団

第12分団

第13分団

第14分団

副団長（東ブロック）

第15分団

第16分団

第17分団

第18分団

第19分団

第20分団

第21分団

第22分団

組織図 団本部

女性分団

３



女性分団とは
４

愛称 「梅小町」

・発足 平成２６年

・団員数 ２０名（令和８年１月現在）

・活動内容

・火災予防に関する広報活動

・応急手当等の救護指導

・野外学習など、防災に関する知識や技術の習得

・大規模な災害が発生した場合の情報収集などの後方支援活動

など



第２６回全国女性消防操法大会出場 ５



第２６回全国女性消防操法大会とは

目 的 女性消防隊の消防技術向上と士気の高揚を図り、もって地域に

おける消防活動の充実に寄与することを目的とする。

主 催 消防庁・公益財団法人日本消防協会

開催日時 令和７年１０月２８日（火）

開催場所 横浜市（赤レンガ倉庫イベント広場）

出場チーム 各都道府県から４４チーム（香川県・島根県・佐賀県を除く）

６



大会当日の様子
７



８



 

小田原市地域活動推進協議会とは 

小田原市内の地域活動団体が相互に連絡協調を保ち、それぞれの

団体活動及び各地域の活性化を目的として設立された団体です。 

 

（構成団体） 

小田原市民生委員児童委員協議会 

小田原市青少年健全育成連絡協議会 

小田原市ＰＴＡ連絡協議会 

小田原市老人クラブ連合会 

小田原市子ども会連絡協議会 

小田原市青少年育成推進員協議会 

小田原市健康おだわら普及員連絡会 

小田原市地区社会福祉協議会連絡協議会 

小田原市消防団 

小田原少年補導員連絡会 

小田原警察署管内防犯指導員協議会小田原支部会 

公益財団法人 小田原市体育協会 

公益社団法人 小田原青年会議所 

小田原市自治会総連合 
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